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研究成果の概要（和文）：本研究では、ある情報を誰に伝えたかについての伝達先記憶（destination memory）の神経
基盤について、複数の脳機能画像法を用いてデータ取得を行った。具体的には、課題遂行中の脳活動を機能的磁気共鳴
画像法（fMRI）によって測定すると共に、脳領域のボリュームを評価するためのT1強調画像を撮像した。その結果、情
報源記憶の処理に重要な役割を果たしている内側側頭葉領域が、伝達先記憶の処理にも関わっていることが明らかとな
った。

研究成果の概要（英文）：Destination memory is the process of remembering to whom we tell particular 
things. In the present study, we employed several neuroimaging techniques such as functional magnetic 
resonance imaging (fMRI) and volumetry to investigate the neural correlates of the destination memory. As 
for the results from fMRI study, we found that structures of the medial temporal lobe, which contribute 
to source memory, are associated with destination memory.

研究分野：認知神経科学

キーワード： 伝達先記憶

  ４版
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１．研究開始当初の背景 

 ヒトの記憶のメカニズムについては、健

忘症候群を呈する患者を対象として脳の損

傷部位と記憶障害の関係を探る神経心理学

的研究や、健常者が記憶課題を行っている際

の脳活動を測定する脳機能画像法により、多

くの研究成果が蓄積されている。これまでの

研究により、海馬を含む内側側頭葉や、前脳

基底部、視床といった領域が、日常生活の記

憶であり時間的文脈（いつ経験したか）と空

間的文脈（どこで経験したか）を伴うエピソ

ード記憶に重要な役割を果たしていること

が知られている。さらに、より高次なコント

ロールを行う前頭前野や、後方の感覚皮質に

ついても、記憶の記銘・保持・想起に様々な

形で関与することが示唆されている。 

こうしたエピソード記憶の研究の中でも、

これまでとりわけ注目を集めていたのが情

報源記憶（source memory）に関する研究で

ある。情報源記憶とは、ある情報を誰から手

に入れたかについての記憶であり、加齢や脳

損傷によって障害されやすいという特徴を

もつ。日常生活においては、出来事の内容に

関する記憶を正確に思いだせたとしても、そ

の情報をどこから手に入れたかを適切に想

起できなければ、記憶を十分に活用できない

ケースがある。したがって、情報源記憶のメ

カニズムについての研究は、心理学・神経科

学の分野で数多く報告されており、研究代表

者も脳機能画像法による研究成果を報告し

て い る （ Mugikura et al., 2010, 

Neuropsychologia）。 

情報源記憶と同じように、私たちの日常生

活においても重要な役割を果たすのが伝達

先記憶（destination memory）である。伝達先

記憶とは、ある情報を誰に伝えたかについて

の記憶であり、この記憶が障害された場合に

は、同じ話を特定の人物に何度も話してしま

うという状況が生じる。したがって社会生活

上、この伝達先記憶は対人コミュニケーショ

ンにおいて非常に重要な意味をもつもので

あるが、現在までのところ先行研究はごく少

数にとどまっている。 

２．研究の目的 

 そこで本申請課題では、この伝達先記憶に

関わる神経基盤を機能的磁気共鳴画像法

（fMRI）や脳構造のボリューム解析（VBM）

といった複数の脳画像手法を用いて、多角的

に検討することを目的とした。 

３．研究の方法 

本研究ではまず Gopie ら（ 2009, 

Psychological Sciences）の伝達先記憶につ

いての先行研究同様、トリビア（「エビの心

臓は頭にある」など）を刺激として準備し

た。あらかじめ 292種類のトリビアを集め、

arousal, familiarity, interest といった記

憶課題の成績に影響を与え得るいくつかの

要因について、20名の被験者（男性 10名、

女性 10名、平均年齢 24.8歳）に評定を行

ってもらい、刺激の標準化を行った。最終

的には刺激として 288種類のトリビアを選

定し、実験刺激として使用した。 

刺激の標準化の後、伝達先記憶について

の認知課題を作成した。まず伝達先記憶に

ついては、コンピュータ上に男性もしくは

女性の顔が呈示され、被験者はその顔に対

して、トリビアを一つずつ読み上げた（図

1A）。その後、被験者は fMRI の撮像と共

に想起課題を行った（図 1B）。 

想起課題では、自分が読み上げた 192種

類のトリビアと読み上げていない 96 種類

の新奇のトリビアを一つずつ呈示され、①

図 1 実験課題図 



自分が読み上げたトリビアであるか否か、

②読み上げたトリビアであるならば、男性

もしくは女性のどちらに対して読み上げた

かと、記憶に対する確信度をボタン押しで

回答した。 

この fMRI実験には、27名が参加し 3名は

記憶成績に基づいた条件毎のトライアル数

が極端に少なかったため除外された。結果と

して、24 名（男性 14 名、女性 10 名、平均

年齢 21.0歳）の被験者のデータを解析対象と

した。なお、fMRI 撮像には 3 テスラ MRI

装置を使用し、脳機能画像の解析は

statistical parametric mapping 8を使用し

た。 

４．研究成果 

その結果、情報源記憶の処理に重要な役割

を果たしている内側側頭葉領域が、伝達先記

憶の処理にも関わっていることが明らかと

なった（図２）。 

本研究は既に論文としてその成果が発表

されている（Mugikura et al., 2016, Exp 

Brain Res）。具体的な成果としては、1) 伝

達先記憶には海馬傍回が重要な役割を果た

していること、2) 伝達先記憶に関わる確信

度については、海馬傍回の特に後方の領域が

重要な役割を果たしていることを明らかに

した。これらの結果は伝達先記憶に関わる情

報が内側側頭葉を介した詳細な記憶の想起

（recollection）のプロセスに強く依存する

ことを示唆している。 

 脳構造の解析は voxel-based morphometry

を基本として様々な解析手法を試している

段階であり、未だ論文発表には至っていない

が、内側側頭葉領域のなかでも特に海馬傍回

のボリュームに着目した解析を行っている。 

本研究では、伝達先記憶の神経基盤につ

いて、先駆的なエビデンスを提示すること

ができた。これは対人コミュニケーション

に関わる心理過程・神経基盤の一端を明ら

かにするのみならず、将来的には伝達先記

憶の障害（他の記憶システム同様、脳損傷

により障害される可能性は極めて高い）の

メカニズムに対しても貴重な示唆を与える

ものであると考えられる。 
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